
（様式第２号） 

  令和 7 年 4 月 9 日 

SDGs 達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 秋田市土崎港北６丁目 1-30 
名 称 生活協同組合コープあきた 
代表者 理事長 山野内 雅志 

   (代表者変更 R6.6.12) 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 

初回登録年月日：Ｒ4 年 3 月 18 日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

☐経済 

社会 

☐環境 

安心してくらし続け

られる地域社会の実

現 

生協のインフラを活かし、

地域の見守り活動と人々の

くらしを支えます。 

・買い物難民への支援 

・自治体・諸団体と連携し

た地域の見守り活動 

◆ 秋田市エイジフレンドリーパ

ートナー 最優秀賞受賞 

◆ 秋田県地域共生社会 官民連携

プラットフォームへ登録 

◆消費者庁が推進する「消費者志

向経営」に賛同し、その実現に向

けた方針として『消費者志向自主

宣言』を表明しました。 

 

＜お買物バス＞ 

2024 年度 

年間利用者数 23,149 人 

■秋田市、潟上市(一部)を運行。 

＜高齢者見守り・子ども 110 番地

域安全パトロール隊＞ 

■自治体と連携し、配送インフラ

を活かした秋田県内の見守り活動

を実施。 

＜地域の見守り活動を継続＞ 

■包括連携協定先 

湯沢市・仙北市 
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「生涯にわたる心ゆたかなくらし」「安心してくらし続けられる地域社会」「世界平和実現」に向け、私

たちコープあきたは、生協としての役割を果たすため、地域ネットワークの一翼を担い、地域と共に様々

な活動を進めるとともに、誰一人取り残さない社会実現のため発信し続けます。 

生活協同組合 コープあきた 



■見守り協定締結先 

秋田市・男鹿市・大館市・鹿角市・

能代市・大仙市・にかほ市・横手

市・北秋田市・由利本荘市 

＜南外さいかい市＞ 

■買い物が困難な地域への支援と

して、「南外さいかい市」へ商品提

供を継続。 

＜フードドライブ活動＞ 

■宅配利用者を対象とした、フー

ドドライブ活動を実施。 

6 月：6,106 点 

10 月：2,742 点 

県内の社協・福祉事務所・支援団

体・子ども食堂へ提供。 

＜コープフードバンク＞ 

■コープ東北と連携し、県内の市

社協、福祉事務所・支援団体・子

ども食堂へ、2024 年度は 5,383

点・11,439 ㎏を提供。 

＜特殊詐欺被害防止 啓蒙活動＞ 

■班長・組合員のつどいの開催時 

に特殊詐欺防止講座を開催。 

■班長・組合員のつどい参加者へ

啓蒙チラシを配布。 

経済 

社会 

環境 

世界平和実現を目指

す活動を推進します 

平和活動から、被爆・戦争

体験を次世代へ継承し、核

兵器廃絶の実現に積極的に

取り組みます。 

・学習会の開催 

＜学習会の開催＞ 

■日本生協連主催「ピースアクシ

ョン in オキナワ」へ職員 2 名を派

遣。 

■日本生協連主催「ピースアクシ

ョン in ヒロシマ」へ組合員親子 2

名、大学生 1 名、職員 1 名を派遣。 

＜ユニセフ募金活動＞ 

■能登半島豪雨災害支援募金を実

施。 

■ユニセフ ハンド in ハンド募金

を実施(秋田県生協連) 

■県内 2 店舗と宅配利用者を対象

にしたユニセフチャリティーバザ

ーを開催。 

■東ティモール指定募金を実施。 

ユニセフチャリティーバザーの収

益金と併せてユニセフ協会へ贈

呈。 

■コープフードバンク活動支援募

金を実施。 
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経済 

社会 

環境 

持続可能な生産と消

費 

学習活動を通じて、エシカ

ル消費や持続可能な社会に

関する理解を促進します。 

・学習会の開催 

・啓発活動の実施 

＜エネルギー事業＞ 

■コープあきた、みやぎ生協、北

都銀行と共同で設立した風力発電

事業を継続。 

＜エコバック作り教室を開催＞ 

■古紙を再利用したエコバック作

り教室を開催。 

＜使用済み紙袋回収活動＞ 

■組合員から不要になった紙袋を

回収し、回収した紙袋を店舗に設

置してある専用ボックスにいれ、

再利用する取り組みを継続。 

＜CO₂削減の取り組み＞ 

■各店舗から出る生ごみを電気エ

ネルギーとして再資源化する取り

組みを継続。 

＜車いす寄贈に向けた取り組み＞ 

■組合員と店舗利用者を対象に、

牛乳パック回収の収益金で車いす

を寄贈する活動を継続。 

＜地域貢献活動＞ 

■「セカンドハウスそう」の児童・

保護者を招待し、恵方巻づくり体

験教室を開催。 

＜産地交流＞ 

■コープ米稲刈り体験ツアーを 

6 年ぶりに開催。親子 3 組を含む、

17 名が参加。 

＜学習会の開催＞ 

■「五城目視察バスツアー」 

組合員・役職員を対象に、五城目

町活性化に向けた取り組みを学

習。 

■「しぜんばいのすすめ」(秋田県

生協連主催)講師：矢島農園 矢嶋

浩二氏 

■「食」と「環境」未来に継承し

ていくために(秋田県生協連主催) 

講師：農林水産省 東北農政局秋田

県拠点 地方参事官 推野博之氏 
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ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


